
■節税ビジネス■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 208号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：節税ビジネス 

 

節税ビジネスってタイトルにはちょっと疑問が残るが、とりあえず「話の入口」として許して欲しい。 

節税というと、何か工夫するとかズルをするイメージだが、僕の提案は「お金を使って」節税すること。 

つまり、税金は利益にかかるものなので、利益を減らせば税金が減るという当たり前の話だ。 

あなたはきっと、利益を減らしてまで節税するなんて馬鹿馬鹿しいと思うだろう。 

だが、利益を出して税金を払うことがいかに馬鹿馬鹿しいことか・・・それが今日の本題だ。 

・ 

まず「利益」を出すことの馬鹿馬鹿しさから説明しよう。 

そもそも利益とは儲けのことで、僕たちは生きていくために儲けが必要だと思い込んでいる。 

だがそれは、あくまで自分自身が取引し、儲けが収入になる場合のこと。 

自分を含め、人を雇う側から見れば、給与や報酬は全てが経費であって利益ではない。 

利益とは、それらをすべて差し引いて、そこに残った「剰余金」のことを指す。 

・ 

だから、会社の利益はすでに会社のものでなく、全て株主のものとなる。 

配当せずに留保する利益は、社員のための貯金でなく、利益が出ない時に備えた配当資金に他ならない。 

株主にとって、何も仕事をせずにもらえる配当金は確かに「利益」と言えるだろう。 

他にも預金の利息や不動産の賃料など、持ち主が何もせずに得られる利益を「不労所得」というが、なぜ何もせ

ずにもらえるのかというと、まさに「余ったお金（=剰余金）」だからという訳だ。 

・ 

こうして余ったお金から、差し引かれるのが税金だ。 

僕は昨年末、税務署に行って相続税の相談をしているうちに、担当者からこのことを教わった。 

「利益って言葉が間違いの元なんですね、税務上はあくまで剰余金であり、そこからお預かりする税金を社会の



利益のために使うんです」と。 

確かに、利益は私腹を肥やすためにあり、その一部を納税することが社会に対する貢献（義務）だ。 

そうであって欲しいと確かに思う。 

だが僕は、税金が社会の利益のために使われているとは信じがたい。 

それどころか、増税もできずに借金漬けになっている「ダメ政府」に、これ以上税金を払う価値があるのだろう

か。 

選挙に勝つためなら、「3度目の消費増税見送りもあり得る」なんて、最低の政治じゃないか。 

・ 

社会の利益とは、社会の魅力を高めたり、課題の解決に挑むこと。 

僕の言う「節税」とは、自分の利益（剰余金）を極力社会の利益に直接投資して、無駄な納税を減らすこと。 

つまり、剰余金を求める「営利ビジネス」でなく、無駄な営利を残さない「非営利ビジネス」を指す。 

出来るだけ何もせず、お金を貯めこむことこそもったいない。 

その上、楽をするほど僕たちは、何もできなくなっていく。 

せっかくのお金を、地域社会のためにせっせと働く自分たちに、残さず支払うビジネスを目指したい。 

そして、新たな活力を生み出すことで、更なる収益を生み出す地域社会を目指したい。 

 

http://nanoni.co.jp/20190428/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：やはり出かけます 

 

連休中は、みっちり自宅で仕事しようと思いましたが、さすがに 9日間は長すぎる・・・ということで、プチ旅

行に出かけることにしました。 

日程：4/30(火)～5/2(木) 2泊 3日 

行先：蔵王方面 

宿は、旧友の YSさんが主有する蔵王。遠刈田温泉付近の別荘です(ラッキー！)。 

というわけで、次にお目にかかるのは「令和元年」となりますね。 

ではでは！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）04/29 ◎終日 面談可（青葉台） 

（火）04/30 休業日（蔵王方面） 

（水）05/01 休業日（蔵王方面） 



（木）05/02 休業日（蔵王方面） 

（金）05/03 ◎終日 面談可（青葉台） 

（土）05/04 ◎終日 面談可（青葉台） 

（日）05/05 ◎終日 面談可（青葉台） 

 

■その後のイベント 

05/09 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

05/09 ★笑恵館クラブ運営会議 

05/10 ★カプラー起業交流会（三茶） 

05/11 ★各種セミナー（笑恵館） 

05/16 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

05/18 ★各種セミナー（笑恵館） 

05/23 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

05/26 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（名栗） 

 

相談のある人、一杯やりたい人、上記以外でも歓迎です。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


